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おれんじ通信 平成 26 年 7 月 25 日 通巻第 21 号 
1 難病に係る新しい医療費助成制度が始まります＝難病新法 
 

難病の患者に対する医療等に関する法律施行令（案）は別添のPDF 資料をご覧ください。 
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難病の患者に対する医療費等に関する法律（平成 26 年法律第 50 号）＝難病新法の施行（平成
27 年 1 月 1 日より）に伴い、「難病の患者に対する医療費等に関する法律施行令（案）が、7 月 22
日に厚生労働省より公表されました。そこで、国民のパブリックコメントを募集しています。期間は
8 月 21日までです。 

「難病の患者に対する医療等に関する法律施行令（案）に関する御意見の募集について」 
http://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=495140142 

 提出方法は、下記の通りです。 

（１） 郵送する場合 

〒100-8916 東京都千代田区霞が関１－２－２ 

厚生労働省健康局疾病対策課難病係 宛 

（２） FAXの場合 

FAX番号 03-3593-6223 

厚生労働省健健康局疾病対策課難病係 宛 

個人の場合は氏名住所等の連絡先を記載してください。お寄せいただいたご意見について個別の
回答はいたしかねます。また、ご提出いただいた御意見について個人情報を除き公表させていた
だくことがありますので予めご了承願います。 

 

2014 年 7 月 26 日宇部市花火大会 

http://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=495140142
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【解説】 アメリカでは入院から退院までが 24時間以内であるものを、日帰り手術と称しています。 

日帰り人工関節手術の条件として、著者は、BMI40 パーセントを超える高度の肥満ではない、心

血管系の病気がない、睡眠時無呼吸症候群ではない、深部静脈血栓症の既往がない。そして、何

かあった時に、病院に 1 時間以内に来られるところに住んでおり、家族がしっかりサポートしてくれる

ことが重要だとしています。 

関節疾患以外はリスクのない健康な患者さんであることと、何より家族の役割を重視しているとい

えます。ほかの研究の紹介もあって、こちらは上肢（肩から手）の日帰り手術ですが、退院後、救急

外来を受診した患者さんの多くは、痛みが我慢できなくて困っているのが理由だったそうです。 

 

日本では、人工関節手術は原則として入院で行われています。クリニカル・パスと言われる標準

的な治療計画（工程表のようなもの）に基づいて、行われています。人工膝関節や人工股関節では

おおむね最短で 2 週間、長めでは 3 週間ぐらいの入院期間です。 

国民皆保険の日本では、医療費の自己負担は定率（3 割ないし 1 割）であるうえ、高額療養費制

度があって、一か月当たりの医療費が所得水準に応じて上限が決まっているため、これだけの日数

入院をしても、差額ベッド代などがなければ、たいてい負担できる範囲に収まります。 

 もちろん、公費医療制度も発達していて、特定疾患医療受給者証、福祉医療受給者証（いわゆ

る「カク福」）さらに生活困窮者の場合は医療保護や無料定額診療制度もあります。 

アメリカでは、公的医療保険に加入している人は少数派で、たいていは民間の保険に加入してい

ます。保険でカバーできる範囲はそれこそ千差万別です。病気や手術の種類によっては保険に入っ

ているのに使えなかったということもしばしばあるそうです。そんなわけで、一日でも早く退院しなけ

ればという風潮は強いのでしょう。 

鎮痛剤の使い方もアメリカと日本ではずいぶん違います。麻薬を含め、強い薬をたくさん使うこと

に慣れているアメリカ人と、ぎりぎりまで我慢して、痛み止めをなるべく使わないで耐える（と言っても

病院にいるから安心だという前提の下ですが）日本人といった国民性の違いもありそうです。 

一番大切なことが家族のサポートだというところは、ある意味安心感を覚えました。ただ、日本の

高齢化社会・限界集落といった問題を考えると医療以前のところで日本は根深い問題を抱えている

という気がしてなりません。 
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全国保険医新聞 

 

「患者申し出療養（仮称）」は患者の

ためにならない」 
日本難病・疾病団体協議会（JPA） 

代表理事 伊藤たてお 

 

安倍晋三首相は、6 月 10 日、「困難

な病気と闘う患者からの申し出」が起点

となる新たな混合診療として「患者申し

出療養（仮称）」を新設する方針を示し

た。対象として難病やがんの患者が念

頭に置かれている。 

伊藤氏は、次のように述べている。 

混合診療の解禁は患者のためになりま

せん。患者の側にも混合診療を望む声

が一定数あるのは事実です。とりわけ

難病は効果的な治療法が未確立です。

難病患者には新しい治療法、薬などが

迅速に使えるようになることへの期待は

普通の患者に比べて一層大きいでしょ

う。それでも、混合診療によって新たな

治療を受けられるのは自費部分の高額

な治療費を負担できる人だけです。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

3．選択療養制度について 
全国保険医新聞 2014.6．25 より抜粋 

難病患者には症状のために働いて安定して収入を得ることが難しい人が多い。難病団体が過去に
行った調査では、難病患者の約半数が年収 200 万円未満という結果です。経済的負担の大きい混合
診療という形では治療が受けられない人が必ず出てきます。 

 混合診療が解禁されれば、公的保険外の診療を対象にした民間の保険商品が出てくることが考えら
れます。混合診療が安倍政権の成長戦略の目玉に掲げられているのは医療をビジネスチャンスにした
い経済界の狙いがあるからでしょう。あたかも患者の希望にこたえるかのように混合診療の解禁を打ち
出す政府のやり方は、藁をもすがる患者の気持ちを利用しているように感じます。 

新たな治療や薬が保険外にとどめ置かれれば難病法からも対象外になってしまいます。患者のため
を思うなら、自費となる保険外の治療を広げるのではなく、迅速な保険収載によって国民皆保険を豊か
にしていくことこそ求められます。               

     

 

 

 

 

皆保険の拡充が患者の願い 

最新の治療は患者にとって大きな希望。保険外にとどめ置かれれば難病法からも

対象外になってしまいます。 



4 

 

事務局からのお知らせ 

 

 

 

 訂正とお詫び：通巻 20 号の 2 頁に誤植がありました。下記に正誤表を記しますと共に謹んでお詫び申し上げます。 

 

      誤         正 

 起債   →   記載 

    既成   →   規制 

【編集後記】 今年は怪獣ゴジラが誕生してからちょうど 60 周年になるそうです。子供のころ、夏
休みに映画を観に行くといえば決まってゴジラでした。子供心に強く感じたのは、ゴジラの圧倒的
な破壊力とほとばしる怒りもさることながら、人間が自然を破壊して人工的な薄っぺらな享楽に満
ちた繁栄を謳歌している情けなさでした。 

 さて、人間はこの 60 年で、多少は賢くなったのでしょうか？公害で汚染されていたかつての死
の海・東京湾にも魚たちが戻り、里山保全運動とか、再生可能エネルギーとか、努力している人
たちも着実に増えています。その一方では、原子力発電の核のゴミの捨て場所はいまだにどこに
も見つかっていないという現実があります。広がる貧富の格差、戦争・内戦も絶えません。そろそ
ろ人間を戒めるために凶暴な怪獣が出現しそうです。ゴジラの出番かもしれませんね。 

 ハリウッド映画の新作、ゴジラには興味はありますが、昔の儘のゴジラではないかもしれないと
思うと、見ようかどうしようか迷います。 

（渡邉） 

おれんじの会 

〒751-0872 

下関市秋根南町 1 丁目 

 3-1-1102 

渡邉 利絵方 

083-256-0070 

090-5551-9557 

yorangeion@yahoo.co.jp 

 

Web サイトのアドレス: 
http://blog.canpan.info/orange083/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

年会費について： 

おれんじの会発足からこれまでの間、会費を徴収されること

が負担となってしまって、当事者が会に参加できないのでは本

末転倒だという信念に基づき、よその難病患者会とは方針を別

にして、原則、患者本人からの「会費」は徴収せず、助成金を財

源としてやりくりしてきました。 

しかしながら、会員数の増加に伴い会報の郵送コストも大きく

なってきました。そこで皆様にお願いがあります。大変心苦しい

のですが、年間の会報の郵送実費を負担可能な方にはお願い

したく存じます。82 円切手 12 枚を事務局あてに郵送。あるい

は、年会費として 1,000 円の振込をお願いいたします。 

 

会費の振込先は 

ゆうちょ銀行   店名 五五八 

普通預金 口座番号 3042444 

口座名義人 おれんじの会 

 

振込手数料は 525 円ですが、ゆうちょ銀行の口座をお持ちの

方は、ATM で直接ご自分の口座からおれんじの会宛に振り込

んでいただくと手数料はかかりません。 

 

引き続き、賛助会費（一口 1,000 円）も募っております。 

会報が紙媒体でなくてもよいという方は、PDF が見られる環境

にある端末（パソコンなど）のメールアドレスをご連絡いただけ

れば、メールに添付ファイルでお送りします。 

会費を払うのが負担に感じる方がいらっしゃるかと思います。今

回のお願いはあくまで任意です。決して強制ではありませんの

で、費用を払わなくても、どうぞ止めないで会報は読み続けてく

ださい。 

http://blog.canpan.info/orange083/
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2 お知らせ 

[受取人の名前] 

[住所] 

[住所 1] 

[住所 2] 

[会社のロゴを 

挿入してください] 


